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社会福祉法人　小千谷北魚沼福祉会

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
猛
暑

が
予
想
さ
れ
、
冬
の
寒
か
っ
た
頃
が
懐
か
し

く
思
え
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

全
世
界
へ
と
広
が
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
小
粟
田
の

里
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
職
員
は
も
と
よ
り
、

ご
利
用
者
、
ご
家
族
の
体
調
確
認
や
特
定
警

戒
区
域
へ
の
外
出
、
行
き
来
し
た
人
と
の
接

触
を
確
認
し
な
が
ら
、
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
共
存
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く

ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
、
も
と
の
よ
う
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。
重
い
話
題
が
多
い
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
利
用

者
の
方
か
ら
は
「
小
粟
田
の
里
に
行
っ
て
楽

し
か
っ
た
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
元
気
で
活
気
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
、

職
員
一
同
、
一
丸
で
盛
り
立
て
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

短
期
入
所 

業
務
課
長　
　

 　

 

佐　

藤　
　
　

裕幸福ろう
アイちゃん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

　
　
　

共
存
・
共
生
す
る
社
会



満足
利用者の皆様が自分らしく、安心して暮らせる福祉サービスを提供します。
　　　私たちは、利用者の皆様はもとより、家族・地域・ボランティア・職員等を含めて
　　　　　　　「みんな」と考えています。

生活の
利用者の
き出せる
を提供
ます

を飾りました。
るくなりま

皆さん筆を持つと
真剣な表情に‼

大声で歌うと心も体
もリフレッシュ♬

本格的なおそばは
みなさんに好評です

日々の生活の中に楽しみができ、ご利用者の笑顔が
みられたり、心が明るくなると、私達も嬉しいです‼

お花に触れると、皆さん優
しい表情になりますね

季節の食材やパンや
麺の日など、楽しん
でいただけるよう工
夫しています。

３種類の中からお好きな
デザートを選んでいただきます。

今回は３種類のパンの中から
選んでいただきました。

みんなに
お祝いしてもらうと、
やっぱり嬉しいね　

今日も
上出来だな

習字クラブ 歌の会 そばの出前

小
千
谷
そ
ば
は

や
っ
ぱ
り　
　

　

美
味
し
い
ね

お花クラブ

さすがの腕前
です‼
いい作品が
たくさん

お誕生日会

食事

私は
これに決めた！

おいしそう
だね

セレクトデザート 選択献立



みんなが笑顔  みんなの喜び  みんなで

毎年、獅子舞のボランティアの来園で
お正月の雰囲気が高まります。

小粟田の里の 行事 ＆ 日常風景 を紹介します♪

天気のいい日に中庭に出てお花見です。
　　　　　満開の桜を見上げて大満足

日々の
中でご利
笑顔を引
楽しみ
しま

豆まきの後は、皆さんで
甘納豆を食べながらお茶タイム

お雛様と一緒に
　ハイ・チーズ

食堂に季節の花を
お花があると、明
すね。

ニコニコ
お風呂まつり

今年度から『お風呂まつり週間』と題して、
１週間お風呂まつりを行っております。季節
に合わせた彩りをお風呂に沿えています。

桜を見ながらのお風呂
はまた格別です。

牛乳風呂です‼
お肌がしっとり。
若返ったかも⁉

冬はゆず湯で
あたたまりました。

やっぱり桜はいいね
外の空気も気持ちいい

今年も鬼が
やってきた
　鬼は外‼
福は内‼

お花の
いい香り♡

獅子舞来園 お花見

節分 ひなまつり

グループ活動

次のお風呂まつりも
楽しみ‼

中にはこんな変わり
ダネもありますよ



Ｑ
１　

小
粟
田
の
里
に
来
て

感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

西
方　

職
員
同
士
の
仲
が
良

く
活
気
が
あ
る
。

内
山　

ご
利
用
者
と
職
員
が

と
も
に
笑
顔
に
な
れ
る
雰
囲

気
を
大
切
に
し
て
い
る
。

高
橋　

職
員
の
方
々
の
笑
顔

や
ご
利
用
者
へ
の
対
応
が
丁

寧
で
あ
る
。

Ｑ
２　

小
粟
田
の
里
に
来
て

か
ら
起
き
た
出
来
事
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

西
方　

ま
だ
特
別
な
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
日
常
的
に

グ
ル
ー
プ
に
関
係
な
く
大
勢

の
職
員
か
ら
何
気
な
い
会
話

で
す
が
、
声
を
か
け
て
も
ら

え
て
気
が
楽
に
仕
事
が
で
き

て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。
声

か
け
は
大
切
だ
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

内
山　

ご
利
用
者
と
過
ご
す

中
で
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
一
つ

一
つ
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

高
橋　

ご
利
用
者
か
ら
名
前

を
呼
ば
れ
、
頼
り
に
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
３　

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み

た
い
こ
と
、
目
指
し
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

西
方　

ま
だ
ま
だ
日
常
業
務

で
精
一
杯
で
す
（
笑
）

内
山　

音
楽
や
運
動
な
ど
で

人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な

の
で
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
楽

し
み
、
笑
顔
を
共
有
す
る
機

会
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
橋　

ご
利
用
者
の
訴
え
を

聞
き
取
り
、
不
安
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
適
切
な
対
応
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

（
令
和
元
年
11
月
〜
令
和
２
年
３
月
）

 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
け
び
の
会　

様

か
た
こ
の
会　

様

小
千
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団　

様

真
宗
大
谷
派
三
条
教
区　
　
　
　

十
二
組
坊
守
会　

様

Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や　
　
　
　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会　

様

ス
マ
イ
ル
の
会　

様

小
宮
美
保
子　

様

須
田　

ミ
ヨ　

様

中
野　

幸
子　

様

樋
口
巳
代
志　

様

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
掲
載
）

◎
寄
付
金

真
宗
大
谷
派
三
条
教
区　
　
　
　

十
二
組
坊
守
会　

様

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

４
名
様

新任職員紹介新任職員紹介

　

４
月
７
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
て
以
降
、学
校
の
休
校
、外
出
自

粛
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
等
、健
康

的
と
か
、刺
激
的
と
か
人
の
生
活
の

質
を
高
め
左
右
す
る
も
の
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
も
た
ら
す
不
安
は
、見

え
な
い
敵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。疑

心
暗
鬼
の
中
で
不
安
を
あ
お
り
ま
す
。

　

賢
明
な
予
防
策
を
講
じ
、助
け
合

い
、落
ち
着
い
て
、私
た
ち
の
日
常
生

活
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

ご
意
見
・
ご
要
望
を

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
粟
田
の
里
苦
情
解
決
体
制

○
苦
情
受
付
担
当
者

　

業
務
課
長 

櫻
井
百
合
子

○
苦
情
解
決
責
任
者

　

園　
　

長 

野
澤　
　

敏

○
第
三
者
委
員

 

佐
藤　

昭
夫

　

０
２
５
８
-８
２
-４
１
９
９

 

小
宮
山
正
久

　

０
２
５
８
-８
９
-２
９
５
８

苦
情
件
数　
　

０
件

　

令
和
元
年
11
月
よ
り
令
和
２

年
３
月
末
ま
で
の
間
に
受
け
付
け

た
苦
情
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ご
遠
慮

な
く
ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

法 人 内 施 設 紹 介
特別養護老人ホーム 小粟田の里
●入所サービス　定員82名　
●短期入所サービス　定員18名
●小粟田の里ヘルパーステーション りぼん

　　　　　　　　●居宅介護支援事業　小粟田の里

特別養護老人ホーム あおりの里
●入所サービス　定員88名
●短期入所サービス　定員12名
●居宅介護支援事業　あおりの里

小千谷市指定管理者
小千谷市養護老人ホーム
●入所　定員50名
●外部サービス利用型特定施設入居者
生活介護事業

障がい者支援センター ひかり工房
●就労移行支援事業　定員8名
●就労継続支援Ｂ型事業　定員30名
●日中一時支援事業　●相談支援事業
●共同生活援助（介護サービス包括型）

障がい者支援センター ひだまり工房
●就労継続支援Ｂ型事業　定員9名
●生活介護事業　定員11名
●日中一時支援事業

※
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
令
和
２
年
２
月
中
旬
以
降
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
を
中
止
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
後
も
多
く
の
方
よ
り
様
々

な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
令
和
２
年
２
月
22
日
か
ら
面
会

禁
止
等
の
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
６
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
面
会
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
詳

細
は
施
設
担
当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
常
の
ご
面
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
再
開
時
期
の
検
討
中
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
会
も

で
き
ま
す
！

高橋　唯 内山 健太 西方 奈美子


